
写真の大きさ、冊数や文字数はその時々で変化させてください。しかし写真は全部同じ大きさにしてください。（大・小を作らない）

フランスのワーク・ライフ・バランス 男女平等政策入門：ＥＵ、フランスから日本へ

フランスのワーク・ライフ・バランス政策は、ＥＵの中でもトップクラスの出生率と
女性労働力率の増加という形で効果をあらわしている。その政策をささえる諸制度や
社会保障について記し、日本の男女平等政策に役立てていくための書。

石田久仁子・井上たか子・神尾真知子・中嶋公子/編著
パド・ウィメンズ・オフィス/刊

男女共同参画センター“いこ～る”プラス
（ JR長岡京駅直結長岡京市立総合交流
センター6F)は、男女共同参画に関する
約1,600冊の図書を貸出しています。
ぜひご利用ください！

川口章/著
有斐閣選書/刊

日本のジェンダーを考える

私たちが生まれてから仕事を引退するまでのライフコースにおいて経験するさまざまな
出来事にジェンダーがいかに深く関わっているかを考える。人生で繰り返し遭遇する性
別役割分担の不条理にどう対処するか、を考えるきっかけとする。

現在「男性は仕事、女性は家庭」という性別分業体制を脱して「共働き社会」に移行し
つつある。結婚と家族について「家」の成立過程と歩みを振り返り、現代の諸問題を社
会学の視点で分析し、＜結婚と家族のみらいのかたち＞について考察する。

筒井淳也/著
光文社新書/刊

結婚と家族のこれから 共働き社会の限界

新刊！10月9日講座の講師の本

大沢真知子/著
岩波書店/刊

ワークライフバランス社会へ

本書のタイトルであるワークライフバランスとは、仕事もプライベートもともに充実
させる働き方や生き方を意味する。働くことに対する報酬はお金だけではなく、時間
でもらうこともできる。自分なりに選択できる社会が望まれる。

特集 男女共同参画について考える！！
★ １０月９日（金）講座 ★

「進まない男性の家事育児参加」の関連本

《令和2年１０月号》男女共同参画センター“いこ～る”プラス



情報コーナーの利用について

貸出：１人2冊まで、２週間（延長可）

対象：長岡京市在住・在勤・在学の人

※図書の貸出しには

「情報利用者カード」の登録が必要です。

カードの登録には、運転免許証など、

本人確認が出来るものをお持ちください。

特集

◇編集・発行◇
長岡京市男女共同参画センター“いこ～る”プラス

〒 617-0833
京都府長岡京市神足２丁目３番１号
長岡京市立総合交流センター６階
TEL 075-963-5501 FAX 075-963-5521
E-mail: danjo-c@city.nagaokakyo.lg.jp
開館時間：午前9時～午後5時（日・祝を除く）

新刊！

共依存についてわかりやすく解説。他人やモノで自分を満たそうとするのではなく、
自分に焦点をあて、自分を大切にし、人間関係を学び直せば共依存から抜け出せる、
ということを教えてくれる書。

ケイ・マリー・ポーターフィールド/著
大月書店/刊

10代のセルフケア 共依存かもしれない
…他人やモノで自分を満たそうとする人たち

人間関係 境界線の上手な引き方
おのころ心平/著

同文舘出版/刊

人間関係で理不尽なことがあっても「我慢すれば済むこと」と相手の侵入を許して
しまう。境界線があいまいだと、心地よい関係は築けない。抑圧されず孤立もしな
い、快適な人間関係の作り方を示している。

浅井春夫・安達倭雅子・北山ひと美・中野久恵・星野恵/編著
勝部真規子/絵

エイデル研究所/刊

あっ！そうなんだ！ 性と生

幼児・小学生そしておとなへ、からだって？いのちって？幼児期からはじまる性の学び
に恥ずかしがらずに答えることができる絵本。後半には、どう伝える？なぜ必要？なの
かを解説している。

仕事で燃えつきないために 対人援助職のメンタルヘルスケア

対人援助職とは、医療、看護、保健、福祉、介護、教育などの分野で人を相手にする
職業のこと。そういう職業の人にこそ十分なセルフケアが必要、と長年援助の仕事に
携わってきた著者が、実感に満ちた解説をソフトなタッチでやさしく綴る。

水澤都加佐/著
大月書店/刊

特集

子育て世代へ ★ １０月１７日（土）講座 ★
「おとなが学ぼう！子どもたちに伝えたい、

人とのここちよい距離」の関連本

JＲ長岡京駅

バス停

商業棟
バンビオ2番館 バンビオ

広場公園

複合施設

（バンビオ1番館）

長岡京市立総合交流センター6Ｆ

男女共同参画センター

“いこ～る”プラス

西国街道

新刊！

新刊！

新刊！

バウンダリー

幼児・小学生そしておとなへ


